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四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
は
、
古
来
、
大
型
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
幾
度
と
な
く

経
験
し
て
き
た
。
特
に
太
平
洋
側
の
地
域
、
中
で
も
三
大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）

に
お
い
て
は
、
過
去
、
室
戸
台
風
（
昭
和

9
年
）、

キ
テ
ィ
台
風
（
昭
和

24
年
）、

伊
勢
湾
台

風
（
昭
和

34
年
）、

第
二
室
戸
台
風
（
昭
和

36
年
）
等
の
大
型
台
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
壊

滅
的
な
高
潮
災
害
を
も
た
ら
し
た
。
特
に
伊
勢
湾
台
風
で
は
濃
尾
平
野
一
帯
が

5,000
人
以
上

の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
数
え
る
未
曾
有
の
災
禍
に
見
舞
わ
れ
た
。

伊
勢
湾
台
風
以
降
、
各
地
で
海
岸
・
河
川
堤
防
等
の
整
備
が
行
わ
れ
、
既
に
約
半
世
紀
が
経

過
し
た
。
こ
の
間
、
多
大
な
人
的
被
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
高
潮
災
害
が
発
生
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
国
民
は
実
感
を
も
っ
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
受
け
止
め
て
は
い
な
か

っ
た
。

昨
年

8
月
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
米
国
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
の
大
規
模
な

高
潮
災
害
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
は

1,200
人
を
上
回
っ
た
。
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
市

域
の
約

7
割
が
海
抜

0
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
こ
の
様
な
地
区
が
ひ
と
た
び
高
潮
災
害
に
襲

わ
れ
る
と
壊
滅
的
打
撃
を
被
る
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

一
方
、
わ
が
国
の
三
大
湾
に
お
け
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

（
＊
）
の
面
積
は
約

580
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
約

400
万
人
余
り
の
人
々
が
居
住
し
て
い
る
。
三
大
湾
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
は
、
特
に
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
急
速
に
人
口
・
資
産
の
集
積
が
進
み
、
今
で
は
わ
が

国
の
中
枢
機
能
を
担
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
水
災
害
に
極
め
て
脆
弱
な
地
帯
で
も
あ
る
。
も
し

も
、
一
旦
こ
の
地
帯
が
高
潮
に
よ
り
大
規
模
な
浸
水
を
被
っ
た
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
中
枢
機

能
は
麻
痺
し
、
社
会
経
済
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

現
在
の
高
潮
防
護
の
水
準
や
将
来
の
自
然
災
害
の
傾
向
等
を
考
え
れ
ば
、
今
後
の
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
堤
防
整
備
等
の
ハ
ー
ド
対
策
に

よ
り
浸
水
防
止
に
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
最
も
重
点
を
置
く
も
の
の
、
不
測
の
事
態
に

備
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
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た
被
害
最
小
化
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
本
検
討

会
は
、
わ
が
国
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
今
後
の
高
潮
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
し
、
本

提
言
を
ま
と
め
た
。

本
提
言
に
よ
り
、
今
後
様
々
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

（
＊
）
わ
が
国
の
三
大
湾
に
お
け
る
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
：
朔
望
平
均
満
潮
位
以
下
の
地
区
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１
．
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
被
害
最
小
化
対
策
の
必
要
性
 

米
国
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
周
辺
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
メ
キ
シ
コ
湾
岸
に
お
い
て
カ
テ
ゴ
リ

ー
5
規
模
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
多
大
な
被
害
を
被
っ
て
き
た
が
、
堤
防
整
備
の
計
画
規

模
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
3
の
規
模
を
見
直
す
こ
と
な
く
整
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
計

画
規
模
を
大
幅
に
上
回
る
こ
の
度
の
カ
ト
リ
ー
ナ
の
襲
来
に
よ
り
未
曾
有
の
被
害
を
蒙
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

一
方
、
わ
が
国
で
は
計
画
を
超
え
る
高
潮
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
、
計
画
規
模
を
高
め
て
施
設
整
備
を
進
め
安
全
性
を
向
上
さ
せ
て
き
た
。
三
大
湾
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風
を
想
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
高

潮
を
防
御
す
る
た
め
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
海
岸
・
河
川
堤
防
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
中
心
と
し

た
高
潮
対
策
を
進
め
て
き
た
。
 

こ
の
間
、
各
地
で
最
高
潮
位
を
記
録
す
る
よ
う
な
高
潮
が
発
生
し
た
が
、
三
大
湾
の
ゼ
ロ
メ

ー
ト
ル
地
帯
で
は
伊
勢
湾
台
風
以
後
、
約
半
世
紀
の
間
、
幸
い
に
も
多
大
な
人
的
被
害
を
も
た

ら
す
よ
う
な
災
害
の
発
生
は
見
ら
れ
ず
、
高
水
準
の
安
全
性
を
前
提
と
し
た
経
済
社
会
活
動
が

広
範
囲
に
展
開
し
て
き
た
。
 

こ
の
様
な
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対

策
は
計
画
規
模
と
進
捗
の
度
合
い
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
概
ね
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
整
備
し
た
防
護
施
設
の
中
に
は
築
造
後
長
年
月
が
経
過

し
老
朽
化
の
進
行
し
て
い
る
も
の
や
、
東
海
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
の
大
規
模
地
震
に
対
し

て
耐
震
性
を
十
分
有
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

ま
た
、
高
潮
は
自
然
現
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
規
模
や
整
備
途
上
の
施
設
の
整
備
水
準

を
超
え
る
規
模
の
高
潮
の
発
生
、
高
潮
と
洪
水
の
同
時
生
起
さ
ら
に
大
規
模
地
震
直
後
に
高
潮

に
見
舞
わ
れ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
複
合
災
害
の
発
生
、
長
期
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る

海
面
上
昇
に
よ
る
洪
水
・
高
潮
に
対
す
る
沿
岸
の
安
全
性
の
低
下
、
台
風
の
強
大
化
等
の
懸
念
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が
あ
る
。

さ
ら
に
、
施
設
が
一
定
の
水
準
で
整
備
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
高
潮
時
に
船
舶
等
が
流
出

し
、
堤
防
・
陸
こ
う
等
へ
衝
突
す
る
こ
と
に
よ
る
破
堤
、
水
門
・
陸
こ
う
な
ど
の
閉
鎖
不
能
時

に
高
潮
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
開
口
部
か
ら
の
溢
水
な
ど
の
不
測
の
事
態
の
可
能
性
も
完

全
に
は
排
除
で
き
な
い
。

高
潮
に
よ
る
破
堤
に
伴
う
浸
水
は
、
河
川
に
お
け
る
洪
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
と
異
な
り
、
堤

内
側
の
浸
水
面
が
海
水
面
と
同
等
に
な
る
ま
で
ほ
ぼ
無
限
に
外
水
が
流
入
す
る
た
め
、
仮
に
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し
た
と
す
る
と
、
大
浸
水
深
の
発
生
に
よ
る
浸
水
の
長

期
化
、
避
難
の
困
難
性
の
増
大
な
ど
か
ら
想
定
さ
れ
る
被
害
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。

わ
が
国
の
三
大
湾
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
は
人
口
、
資
産
が
著
し
く
集
積
し
中
枢
機
能
が

集
中
し
て
い
る
た
め
、
一
旦
こ
の
地
帯
が
高
潮
に
よ
り
大
規
模
な
浸
水
を
被
っ
た
と
す
れ
ば
、

わ
が
国
の
中
枢
機
能
が
麻
痺
す
る
こ
と
に
よ
る
社
会
経
済
へ
の
打
撃
は
計
り
知
れ
な
い
。
ニ
ュ

ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
浸
水
が
約
一
ヶ
月
半
に
及
び
、
一
部
で
は
今
も
っ
て
停
電
が
続
き
未
だ
に
多

く
の
市
民
が
帰
宅
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
浸
水
が
社
会
経
済
に
与

え
る
影
響
の
大
き
さ
が
理
解
で
き
る
。
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
け
る
高
潮
対
策
は
、
わ
が
国

の
存
立
が
懸
か
っ
て
い
る
と
い
う
重
大
性
か
ら
言
え
ば
「
国
土
防
衛
」
と
し
て
認
識
す
べ
き
で

あ
り
、
行
政
全
体
の
極
め
て
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

以
上
に
鑑
み
れ
ば
、
今
後
の
わ
が
国
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
の
基
本
的
方
向
は
、

①
こ
れ
ま
で
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
浸
水
防
止
に
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
た
め
に
、
投
資
余
力

が
限
ら
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
防
護
施
設
の
着
実
な
整
備
及
び
信
頼
性
の
確
保
に
最
も
重
点

を
置
く
も
の
の
②
不
測
の
事
態
に
備
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
被
害
最
小
化
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
災
害
を
分
析
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
種
々
の
教
訓
を
被
害
最

小
化
対
策
に
適
切
に
反
映
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

被
害
の
最
小
化
を
図
る
た
め
に
は
、
海
岸
・
河
川
管
理
者
、
港
湾
等
の
施
設
管
理
者
だ
け
で
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は
な
く
地
域
が
自
ら
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
対
策
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
住
ま
い
方
、

個
々
人
で
の
対
応
を
含
め
、
関
係
す
る
様
々
な
主
体
に
よ
り
総
合
的
に
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
さ
ら
に
対
策
は
、
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
て
人
命
を
守
る
こ
と
及
び
社
会
機
能
の
継

続
・
早
期
回
復
を
主
眼
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
．
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
今
後
の
高
潮
対
策
の
進
め
方
 
 

今
後
の
高
潮
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
浸
水
防
止
に

万
全
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
最
も
重
点
を
置
く
こ
と
か
ら
、
海
岸
及
び
河
川
行
政
を
担
当
す

る
国
及
び
都
府
県
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
適
切
に
関
与
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
被
害
最
小
化
対
策
は
様
々
な
主
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
各
主
体

が
ど
の
よ
う
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
保
持
す
る
か
を
考
慮
し
つ
つ
、
区
市
町
村
、
海
岸
・
河
川

管
理
者
及
び
各
施
設
管
理
者
等
の
関
係
機
関
が
共
同
し
て
具
体
的
な
対
策
内
容
と
危
機
管
理

行
動
計
画
を
と
り
ま
と
め
、
地
域
防
災
計
画
に
記
載
す
る
と
と
も
に
各
種
地
域
計
画
へ
反
映
す

べ
き
で
あ
る
。
特
に
避
難
、
防
災
情
報
の
提
供
等
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
等
災

害
時
要
援
護
者
に
十
分
配
慮
し
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
個
々
の
対
策
は
相
互
に
関
連
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
が
密
接
に
連
携
を
図
り

総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
関
係
す
る
区
市
町
村
間
の
自
治
体
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
。

一
方
、
被
害
最
小
化
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
、
国
、
地
方
自
治
体
及
び
研
究
機
関
等
の
連
携
の
下
に
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
場
合
の
被

害
形
態
を
推
定
し
、
個
々
の
対
策
の
効
果
に
つ
い
て
コ
ス
ト
、
実
現
可
能
性
、
事
業
ス
ピ
ー
ド

等
を
時
間
軸
に
照
ら
し
て
検
証
し
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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対
策
の
基
本
的
方
向
を
踏
ま
え
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
以
下
の
諸
施
策

を
組
み
合
わ
せ
つ
つ
検
討
し
、
そ
の
具
体
化
を
図
る
よ
う
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

１
．
こ
れ
ま
で
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
の
万
全
の
対
策
 

こ
れ
ま
で
の
高
潮
計
画
に
沿
っ
て
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
の
万
全
の
対
策
と
し
て
、
以
下
の

施
策
を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 （
１
）
高
潮
防
護
施
設
の
着
実
な
整
備
及
び
信
頼
性
の
確
保
等
 

①
防
護
施
設
の
着
実
な
整
備
 

堤
防
、
護
岸
、
水
門
、
陸
こ
う
等
の
海
岸
保
全
施
設
及
び
河
川
管
理
施
設
を
こ
れ
ま
で
よ
り

一
層
着
実
に
整
備
す
る
。
そ
の
際
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
耐
震
性
が
十
分
で
な
い
施
設
に
つ
い

て
は
優
先
的
に
所
要
の
機
能
を
確
保
す
る
。
な
お
、
高
規
格
堤
防
整
備
河
川
の
高
潮
区
間
に
お

い
て
は
、
面
的
整
備
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
と
併
せ
て
高
規
格
堤
防
（
ス
ー
パ
ー
堤
防
）
整
備
を

促
進
す
る
。
 

 ②
防
護
施
設
の
信
頼
性
の
確
保
 

(a)
防
護
施
設
の
確
実
な
再
点
検
 

海
岸
・
河
川
管
理
者
は
、
堤
防
等
防
護
施
設
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
、
施
設
の
高
さ
、

耐
震
性
・
老
朽
化
の
度
合
い
、
水
門
・
陸
こ
う
等
の
開
口
部
の
開
閉
機
能
等
に
つ
い
て
確
実
に

再
点
検
す
る
。
 

 (b)
応
急
対
策
計
画
の
策
定
と
計
画
的
な
実
施
 

上
記
の
点
検
に
基
づ
き
、
緊
急
的
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
応
急

対
策
計
画
を
策
定
し
計
画
的
に
実
施
す
る
。
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 ③
平
時
の
管
理
体
制
の
強
化
 

(a)海
岸
・
河
川
管
理
者
に
よ
る
施
設
点
検
の
強
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
 

防
護
施
設
の
十
全
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
海
岸
・
河
川
管
理
者
に
よ
る
平
時
か
ら

の
施
設
点
検
を
強
化
し
、
そ
の
結
果
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
計
画
的
な
維
持
管
理
対
策
に
反

映
す
る
。
 

 (b)高
潮
情
報
収
集
・
伝
達
体
制
の
強
化
 

海
岸
・
河
川
管
理
者
等
に
よ
る
潮
位
・
水
位
等
の
情
報
収
集
体
制
を
強
化
し
、
平
時
か
ら
高

潮
防
災
に
関
係
す
る
機
関
へ
の
的
確
な
情
報
伝
達
を
促
進
す
る
。
 

 (c)水
防
管
理
者
の
取
り
組
み
の
強
化
 

海
岸
保
全
施
設
の
重
要
水
防
箇
所
を
水
防
計
画
書
に
位
置
付
け
、
水
防
協
議
会
等
で
の
関
係

機
関
に
よ
る
施
設
点
検
等
に
よ
り
、
高
潮
時
の
円
滑
な
水
防
活
動
（
水
門
・
陸
こ
う
の
操
作
等
）

に
備
え
る
ほ
か
、
水
防
法
に
お
け
る
（
高
潮
）
水
防
警
報
海
岸
の
指
定
を
促
進
す
る
。
 

 ２
．
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
被
害
最
小
化
対
策
 

不
測
の
事
態
に
備
え
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対
応
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
大
規

模
浸
水
を
想
定
し
被
害
最
小
化
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
対
策
に
は
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
を
わ
が
国
の
実
状
に
即
し
て
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
。 

 （
１
）
浸
水
区
域
の
最
小
化
 

①
浸
水
区
域
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
浸
入
水
制
御
 

(a)
二
線
堤
の
整
備
及
び
道
路
・
鉄
道
の
盛
土
部
分
、
河
川
堤
防
、
連
続
し
た
建
物
等
の
活
用
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浸
水
区
域
の
拡
大
防
止
及
び
浸
水
し
た
際
の
速
や
か
な
排
水
の
た
め
に
は
、
構
造
物
等
に
よ

り
浸
水
区
域
を
い
く
つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
け
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
二
線

堤
の
整
備
や
道
路
・
鉄
道
の
盛
土
部
分
及
び
河
川
堤
防
の
活
用
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
連

続
し
た
建
物
間
の
開
口
部
等
で
の
止
水
板
に
よ
る
水
密
性
の
確
保
等
を
検
討
す
る
。
止
水
板
の

設
置
等
に
つ
い
て
は
水
防
活
動
で
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 (b)地
下
空
間
に
お
け
る
対
策
 

地
下
鉄
、
地
下
街
等
の
地
下
空
間
へ
の
浸
入
水
防
御
対
策
及
び
地
下
鉄
等
を
伝
わ
っ
て
の
他

所
へ
の
拡
大
防
止
対
策
を
立
案
す
る
。
 

 ②
浸
水
し
た
際
の
速
や
か
な
排
水
の
確
保
 

(a)
大
規
模
浸
水
時
の
排
水
機
能
の
確
保
 

速
や
か
な
排
水
は
、
一
時
的
な
避
難
か
ら
本
格
的
な
避
難
へ
の
速
や
か
な
移
行
及
び
地
域
の

い
ち
早
い
復
興
の
た
め
に
必
須
で
あ
る
。
従
っ
て
、
海
岸
・
河
川
・
下
水
道
等
の
排
水
機
場
が

大
規
模
浸
水
に
遭
っ
て
も
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
耐
水
化
を
図
る
と
と
も
に
、
電
力
を
動
力
と

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
自
家
発
電
設
備
を
準
備
し
停
電
時
で
も
排
水
機
能
を
確
保
す
る
。
 

 (b)
最
適
な
排
水
計
画
の
立
案
 

速
や
か
な
排
水
の
実
現
の
た
め
、
各
排
水
施
設
を
機
能
評
価
し
最
適
な
排
水
計
画
を
立
案
す

る
。
こ
の
中
で
既
存
水
門
の
疎
通
能
力
の
向
上
、
排
水
困
難
地
区
に
お
け
る
水
門
の
新
設
等
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。
 

③
高
潮
防
護
施
設
の
迅
速
な
復
旧
の
確
保
 

破
堤
箇
所
等
の
迅
速
な
復
旧
の
た
め
、
復
旧
用
資
機
材
の
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
。
ル
ー

ト
な
る
堤
防
は
天
端
拡
幅
及
び
連
続
性
の
確
保
、
高
架
道
路
及
び
港
湾
等
へ
の
緊
急
時
の
ア
ク
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セ
ス
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
資
機
材
等
の
輸
送
に
対
し
て
利
用
可
能
な
港
湾
施
設
等
に
関
す
る

情
報
を
関
係
機
関
に
迅
速
に
提
供
す
る
と
と
も
に
資
機
材
等
の
仕
分
け
場
所
を
確
保
す
る
。
 

（
２
）
浸
水
時
で
も
被
害
に
遭
い
に
く
い
住
ま
い
方
へ
の
転
換
 

①
個
々
の
地
域
の
危
険
度
が
実
感
で
き
る
情
報
提
供
 

想
定
さ
れ
る
浸
水
形
態
や
対
処
方
策
等
に
つ
い
て
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
周
知
す
る
た
め

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
促
進
す
る
ほ
か
、
市
街
地
内
で
水
位
情
報
（
地
点
の
標
高
、
過

去
の
高
潮
災
害
に
お
け
る
浸
水
深
、
電
光
板
等
で
の
現
況
潮
位
）
等
を
表
示
す
る
こ
と
で
個
々

人
に
地
域
の
危
険
度
を
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
備
え
を
促
す
。
 

 

②
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た
被
害
軽
減
策
へ
の
誘
導
 

大
規
模
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地
区
に
お
い
て
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
の
内
容
を
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
災
害
危
険
区
域
の
指
定
、
市

街
化
調
整
区
域
の
保
全
等
の
土
地
利
用
規
制
に
よ
り
無
対
策
の
ま
ま
で
居
住
し
な
い
よ
う
誘

導
す
る
ほ
か
、
地
下
構
造
物
の
対
策
を
進
め
る
等
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
動
し
た
被
害
軽
減
策
を

講
じ
る
。
 

 ③
浸
水
や
避
難
を
想
定
し
た
建
築
構
造
化
の
推
進
 

災
害
危
険
区
域
指
定
等
の
規
制
や
助
成
等
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
等
に
よ
る
浸
水
に
強

く
（
ピ
ロ
テ
ィ
ー
化
、
止
水
壁
の
設
置
等
）、

ま
た
、
大
規
模
に
浸
水
し
た
場
合
で
も
、
屋
根

等
の
戸
外
に
容
易
に
避
難
で
き
る
よ
う
な
建
築
構
造
化
を
推
進
す
る
。
 

 ④
事
業
所
等
に
お
け
る
機
器
の
適
正
な
配
置
等
へ
の
誘
導
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
事
業
所
の
中
枢
機
能
を
担
う
機
器
、
電
源
等
が
浸
水
被
害
を
免
れ
る
よ

う
、
適
切
に
配
置
さ
れ
る
べ
く
誘
導
す
る
。
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
は
建
物
の
最
下
層
に
は
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居
住
し
な
い
な
ど
、
建
物
が
適
切
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
誘
導
す
る
。
 

さ
ら
に
、
危
険
物
を
取
り
扱
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
浸
水
時
に
危
険
物
を
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
求
め
る
。
 

 ⑤
止
水
板
、
土
の
う
の
常
備
等
の
備
え
へ
の
誘
導
 

助
成
等
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
等
に
よ
り
、
個
々
人
に
お
い
て
止
水
板
、
土
の
う
等
が
常

備
さ
れ
る
よ
う
誘
導
す
る
。
 

 （
３
）
迅
速
か
つ
確
実
な
避
難
・
救
援
の
実
現
 

①
浸
水
時
に
も
機
能
す
る
避
難
場
所
の
確
保
 

既
存
の
避
難
場
所
は
地
震
災
害
時
を
想
定
し
た
も
の
が
多
い
が
、
大
規
模
浸
水
時
に
も
機
能

さ
せ
る
視
点
か
ら
避
難
場
所
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
近
く
に
適
当
な
避
難
場
所
が
な
い
場
合
、

高
い
道
路
（
SA,PA

等
）
の
利
用
や
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
考
慮
の
上
で
近
隣
の
ビ
ル
等
を
一
時

避
難
場
所
と
す
る
対
策
を
講
じ
、
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
た
後
に
速
や
か
に
移
行
で
き
る
本
格

的
な
避
難
場
所
も
併
せ
て
確
保
す
る
。
一
時
避
難
場
所
に
は
収
容
人
員
、
収
容
期
間
等
を
勘
案

し
備
蓄
材
の
常
備
等
適
切
な
機
能
を
持
た
せ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
等
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

を
考
慮
し
て
、
一
時
避
難
場
所
を
な
る
べ
く
対
象
と
す
る
地
区
内
ま
た
は
近
隣
に
確
保
す
る
。 

 ②
浸
水
時
に
も
機
能
す
る
避
難
路
の
確
保
 

避
難
路
と
し
て
既
存
の
施
設
等
を
利
用
す
る
に
は
、
浸
水
を
免
れ
る
高
さ
を
共
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
、
堤
防
の
天
端
拡
幅
及
び
連
続
性
の
確
保
、
高
架
道
路
等
へ
の

緊
急
時
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
、
さ
ら
に
必
要
に
応
じ
て
避
難
路
と
し
て
の
活
用
を
考
慮
し
た
鉄

道
駅
に
接
続
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
の
整
備
等
に
よ
り
、
浸
水
時
に
も
機
能
す
る
避
難

路
、
救
援
路
を
確
保
す
る
。
な
お
、
避
難
、
救
援
の
た
め
の
舟
艇
を
地
域
で
常
備
す
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
 



11 

③
的
確
な
避
難
誘
導
の
た
め
の
情
報
提
供
 

住
民
の
警
戒
避
難
が
的
確
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
ご
と
に
起
こ
り
う
る
浸
水
形
態
と
採

る
べ
き
行
動
等
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
、
以
下
の
施
策
を
展

開
す
る
。
 

 (a)
高
潮
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
 

区
市
町
村
長
が
的
確
に
避
難
勧
告
・
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
高
潮
予
警
報
の
精
度
を
向
上
さ

せ
き
め
細
か
な
情
報
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
分
か
り
や
す
い
高
潮
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
電
話
等
入
手
し
易
い
方
法
で
提
供
す
る
。
さ
ら
に
、
円
滑
な
水
防
活
動
及
び
避
難
促
進
に

資
す
る
よ
う
、
水
防
法
に
お
け
る
（
高
潮
）
水
防
警
報
海
岸
の
指
定
を
一
層
進
め
る
。
 

 (b)
受
け
手
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
充
実
 

受
け
手
で
あ
る
住
民
に
と
っ
て
、
大
規
模
浸
水
に
よ
る
地
域
の
危
険
度
や
個
々
に
お
い
て
採

る
べ
き
対
策
が
把
握
し
や
す
い
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
地
方
自
治
体
の
連
携
の
下

で
促
進
す
る
ほ
か
、
洪
水
と
高
潮
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
促
進

す
る
。
 

 ④
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
活
用
し
た
高
潮
情
報
の
提
供
 

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
、
VICS（

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム
）
に
対
応
し
た
カ
ー
ナ
ビ
等
、
住
民
が
ア
ク
セ
ス
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
入
手
手
段
を
活
用

し
高
潮
情
報
を
提
供
す
る
。
特
に
、
高
齢
者
等
情
報
入
手
手
段
の
限
ら
れ
て
い
る
住
民
に
と
っ

て
テ
レ
ビ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
的
確
な
情
報
の
内
容
・
提
供
方
法
と
す
る
ほ

か
、
個
人
情
報
と
の
関
連
も
考
慮
し
つ
つ
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し
て
は
地
方
自
治
体
及
び

地
域
の
連
携
に
よ
り
、
声
掛
け
な
ど
日
常
か
ら
情
報
伝
達
の
仕
組
み
を
形
成
す
る
。
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 ⑤
地
方
自
治
体
職
員
の
高
潮
防
災
に
関
す
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
 

大
規
模
浸
水
時
の
適
切
な
行
動
に
役
立
つ
ス
キ
ル
の
取
得
、
災
害
時
の
心
構
え
等
の
共
有
の

た
め
、
地
方
自
治
体
の
職
員
等
を
対
象
と
し
て
高
潮
防
災
研
修
等
を
行
う
。
 

 ⑥
危
機
管
理
行
動
計
画
の
策
定
 

(a) 危
機
管
理
行
動
計
画
の
策
定
 

高
潮
防
災
に
関
わ
る
各
機
関
が
的
確
に
行
動
す
る
た
め
、
国
、
地
方
自
治
体
、
道
路
・
鉄
道

等
の
施
設
管
理
者
及
び
上
水
道
・
電
力
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
管
理
者
等
の
関
係
機
関
が
設

置
す
る
地
域
協
議
会
に
お
い
て
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
危
機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
し
、
地

域
防
災
計
画
に
記
載
す
る
と
と
も
に
各
種
地
域
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
具
体
的
な
避
難
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
 

 (b) 高
潮
防
災
訓
練
の
充
実
 

危
機
管
理
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
大
規
模
浸
水
を
想
定
し
た
高
潮
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

そ
の
際
、
地
域
内
に
お
け
る
近
所
の
声
掛
け
な
ど
、
特
に
災
害
時
要
援
護
者
の
円
滑
な
避
難
を

可
能
と
す
る
よ
う
な
訓
練
内
容
と
す
る
。
ま
た
、
地
震
と
高
潮
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
 

 （
４
）
迅
速
な
救
援
・
復
旧
・
復
興
を
考
慮
し
た
施
設
機
能
の
維
持
等
 

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
浸
水
時
に
お
け
る
機
能
維
持
 

(a)
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
機
能
維
持
 

上
・
下
水
道
施
設
、
電
力
・
ガ
ス
供
給
施
設
、
情
報
通
信
施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
等
が
浸
水
に
よ
り
機
能
を
失
う
と
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
迅
速
な
復
旧
・
復

興
の
支
障
と
な
る
た
め
、
大
規
模
浸
水
時
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
施
設
の
機
能
維
持
に
つ
い
て
点
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検
し
、
対
策
が
必
要
な
施
設
で
耐
水
化
等
を
図
る
。
そ
の
際
、
機
能
維
持
対
策
計
画
を
立
案
し

計
画
的
に
実
施
す
る
。
 

 

(b)
救
援
路
・
復
旧
用
資
機
材
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
 

迅
速
な
救
援
・
復
旧
・
復
興
に
は
救
援
路
、
復
旧
用
資
機
材
輸
送
路
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
堤
防
天
端
の
拡
幅
及
び
連
続
性
の
確
保
、
高
架
道
路
及
び
港
湾
等
へ
の
緊
急

時
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
鉄
道
駅
に
接
続
す
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
の
利
用
ま
た
は
整
備
等
を
行
う
。
ま
た
、
救
援
物
資
や
復
旧
用
資
機
材
等
の
輸
送
に
対
し

て
利
用
可
能
な
港
湾
施
設
等
に
関
す
る
情
報
を
関
係
機
関
に
迅
速
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
救

援
物
資
や
復
旧
用
資
機
材
の
仕
分
け
場
所
を
確
保
す
る
。
 

 ②
港
湾
等
に
お
け
る
適
切
な
係
留
船
等
の
管
理
に
よ
る
流
出
防
止
 

流
出
し
た
船
舶
や
コ
ン
テ
ナ
等
が
堤
防
・
護
岸
等
に
衝
突
し
被
害
が
発
生
ま
た
は
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
衝
突
の
危
険
が
な
い
水
域
へ
の
移
動
等
港
内
に
お
け
る
国
内
外
船
舶
の

安
全
対
策
の
迅
速
な
実
施
、
船
舶
や
自
動
車
の
放
置
等
禁
止
区
域
の
指
定
及
び
放
置
艇
・
放
置

自
動
車
の
撤
去
、
コ
ン
テ
ナ
、
木
材
等
野
積
み
貨
物
の
流
出
防
止
対
策
の
立
案
等
を
行
う
。
 

 ③
臨
海
部
に
お
け
る
有
害
物
質
の
流
出
防
止
 

臨
海
部
の
石
油
化
学
関
係
施
設
等
か
ら
有
害
物
質
等
が
流
出
し
堤
内
側
に
流
入
し
た
場
合
、

そ
の
除
去
に
多
大
な
時
間
を
要
し
復
旧
・
復
興
を
阻
害
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ

ら
物
質
等
を
保
有
・
貯
蔵
す
る
事
業
者
に
対
し
て
適
切
な
流
出
防
止
策
の
立
案
を
指
導
す
る
。 

３
．
高
潮
防
災
知
識
の
蓄
積
・
普
及
 

甚
大
な
高
潮
災
害
で
あ
っ
て
も
、
時
の
経
過
と
と
も
に
災
害
体
験
は
風
化
し
が
ち
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
後
の
高
潮
防
災
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
、
高
潮
防
災
知
識
の
蓄
積
・
普
及
を
図
る
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べ
き
で
あ
る
。
 

 ①
高
潮
防
災
に
関
す
る
知
識
の
蓄
積
・
普
及
 

(a)
知
識
の
蓄
積
・
普
及
の
た
め
の
教
材
作
成
及
び
人
材
育
成
 

被
害
最
小
化
の
た
め
に
は
、
浸
水
に
対
す
る
備
え
を
住
民
一
人
一
人
が
自
ら
の
強
い
関
心
事

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
の
高
齢
者
が
持
っ
て
い
る
高
潮
災
害
体

験
の
継
承
、
高
潮
防
災
知
識
の
蓄
積
・
普
及
に
必
要
な
分
か
り
や
す
い
教
材
を
作
成
す
る
。
こ

の
場
合
、
体
験
の
基
と
な
っ
た
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
体
験
が
か
え
っ
て
不
適
切
な
対
応

に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
多
く

の
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
人
材
を
育
成
す
る
。
 

 (b)
防
災
活
動
拠
点
の
確
保
 

高
潮
防
災
に
関
す
る
情
報
を
住
民
と
行
政
が
共
有
す
る
場
及
び
自
主
防
災
組
織
な
ど
地
域

住
民
に
よ
る
防
災
活
動
の
場
と
し
て
、
地
域
の
集
会
所
を
活
用
す
る
な
ど
防
災
活
動
拠
点
を
確

保
す
る
。
 

 ４
．
高
潮
防
災
に
関
す
る
更
な
る
安
全
に
向
け
て
の
検
討
課
題
 

高
潮
防
災
に
関
す
る
更
な
る
安
全
に
向
け
て
の
検
討
課
題
と
し
て
、
以
下
の
事
項
が
挙
げ
ら

れ
る
。
 

 ・
高
潮
防
護
施
設
の
外
力
に
対
す
る
構
造
的
な
耐
力
の
評
価
に
関
す
る
調
査
研
究
 

・
設
計
外
力
と
し
て
の
高
潮
の
発
生
確
率
評
価
に
関
す
る
調
査
研
究
 

・
高
潮
防
護
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
に
資
す
る
点
検
手
法
の
高
精
度
化
、
補
修
技
術
及

び
老
朽
化
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
 

・
高
潮
に
よ
る
破
堤
箇
所
の
迅
速
な
復
旧
工
法
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
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・
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
に
対
す
る
防
護
施
設
対
策
及
び
沿
岸
域
に
お
け
る
土
地

利
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
 

・
沿
岸
域
の
防
災
に
関
わ
る
制
度
面
（
税
制
、
保
険
制
度
も
含
む
）
で
の
調
査
検
討
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本
提
言
は
、
三
大
湾
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
念
頭
に
、
わ
が
国
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の

高
潮
対
策
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
初
め
て
の
提
言
で
あ
る
。
 

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
け
る
大
規
模
浸
水
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
わ
が
国
の
中
枢
機
能
の

停
止
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
、
高
潮
対
策
に
関
わ
る
各
主
体
が
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
国
及

び
都
府
県
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
提
言
内
容
の
実
現
に
向
け
て
具
体
的
な
行
動

計
画
を
立
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
直
ち
に
実
行
に
移
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
災
害
の
さ
ら
な
る
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
知
見
も
、
今
後
の
対
策
に
的
確
に
取

り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

ま
た
、
今
後
、
高
潮
防
災
対
策
を
講
じ
て
い
く
中
で
新
た
に
生
ま
れ
て
く
る
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
も
、
国
及
び
都
府
県
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
検
討
し
な
が
ら
、
具
体
の
対
策
と
し

て
的
確
に
講
じ
ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
は
高
潮
対
策
の
中
心
に
あ
っ
て
、
関
係
機
関
が
講
じ
た
、
ま
た
は
講

じ
よ
う
と
す
る
措
置
及
び
課
題
に
関
す
る
情
報
を
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
わ
か
り
や
す
く
国
民

に
提
供
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
が
、
沿
岸
域
に
住
む
人
々
の

生
命
財
産
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
国
民
が
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
民
一
人
一
人
が
自
ら
に
関
係
す
る
事
柄
と
し
て
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
を
捉

え
る
こ
と
に
繋
が
る
。
 

「
国
土
防
衛
」
と
し
て
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
は
、
沿
岸
域
に
居
住
し
て
い
る

か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
国
民
の
生
活
や
生
産
活
動
に
関
係
す
る
事
柄
で
あ
る
。
 

な
お
、
本
提
言
は
三
大
湾
を
念
頭
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
三
大
湾
以
外
の
地
域
の
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
も
と
に
土
地
利
用
、
人
口
・
資
産
の
集
中
の
度
合
い
等
を
勘

案
し
て
、
適
切
な
対
策
が
採
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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